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仁のこころ

　私は鹿児島県鹿児島市に，丙午（ひのえう
ま）の年に生まれました。幼少期は引っ込み
思案で，母親に連れられ近所の子に遊んで貰
っていたそうです。公務員であった父の転勤
の都合で，小学校へ入学して間もなく日本へ
復帰１年後の沖縄県那覇市首里へ引っ越しま
した。「円」と「ドル」が流通し，自動車は
右側通行，見たことのない形をした墓（亀甲
墓と呼ばれる），キリスト教布教のため自転
車でアパートを訪れる外国人。小学校は守礼
の門に隣接し，龍潭池の周りや近所の高校
グラウンドを友人と日が暮れるまで遊ぶ毎日
でした。母は勉強が疎かにならないかと心配
したようです。父の帰りは遅く，週末も出勤
することがあり，いつも母親と妹と３人でし
た。かくれんぼの防空壕跡内で見つけた薬
莢，ひめゆりの塔で過去にあったこと，（本
土から来た）私の父の職業を気にする担任教
員，クラス内には父親がアメリカ人で母親が
日本人の子が居り，多感な少年期を過ごした
沖縄での体験は後の私の人格形成に大きく影
響したと思います。
　小学４年の夏に宮崎へ引っ越してきまし
た。今回も父の転勤で，宮崎医科大学附属病
院の開設準備でした。日毎に建物の体裁を成
していく彼方を職員宿舎の自室から眺めてお
りました。転校生の宿命は何時の時代も変わ

ることなく大変でしたが，放課後はクラス担
任教員と川釣り，校庭で「夕焼け小焼けで日
が暮れて～」のメロディーが町役場のスピー
カーから鳴り響くまで陣取りゲームやソフト
ボールをしました。夏休みは水泳特訓でした

（沖縄の小学校にはプールがないので泳げな
かった）。書道やエレクトーンを習わせて貰
いましたが，塾や中学受験とは無縁でした。

　中学に入ると先輩・後輩の関係は厳しく体
育系部活は無理で，臨時で合唱部に参加しま
した。当時流行していたインベーダーゲーム
をたまたましている所を生活指導教員に咎め
られ職員室前の廊下に立たせられたり，体育
教員の指導によりプール中に投げ込まれたり
と，ぞっとする記憶ばかりが蘇ります。この
頃から勉学に勤しむようになりました。英語
科目は特に好きで，担当教員が外国旅行に行
った際の事を授業中に話してくれまして，将
来は外交官になり遠い外国の地で働くことに
憧れました。成績は学年で上位であることが
多く校区内の進学校へ進みました。しかし，
クラス振り分けで級友がトップクラス・コー
ス（トックラ）に進む中，普通クラスで授業
を受けることになりました。２年，３年はト
ックラで授業を受けましたが，授業の進度は
早く，宿題は多く毎日深夜までかかり，寝坊
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した朝は朝食を摂る間はなく，自転車を猛ス
ピードで漕ぎ遅刻ギリギリ，汗まみれの０時
限でした。休み時間はジャリパン（ミカエル
堂）で空腹を補いました。通学中，自転車荷
台のゴムはほどけ，母が作ってくれた弁当は
転落したカバンの中で揉まれた状態と化して
いました。６時限が終了するとトックラでは
７時限目の数学があり，与えられた課題が解
けるまで居残りました。この頃，医師になり
たいと思うようになりましたが勉強のペース
を全く掴むことが出来ず，要領を得ないまま
月日だけが過ぎました。結局，大学入学試験

（共通一次試験）は失敗に終わりました。高
校時代の思い出はYMO（イエロー・マジッ
ク・オーケストラ）のコピーバンドを組み，
スタジオで練習し，街中のコンサートに出演
したことでした。
　そういう訳で卒業後，母校の補習科には入
らず，市内の予備校に特待生で籍を置きもう
一年勉強することにしました。世の中の景色
や行き交う人々はモノトーン（灰色）に見え
ましたが，同校には元航空機パイロット，元
トラック運転手，元中学校教員，多浪人など
色々な経歴の人が在籍していました。皆，医
学部志望でした。たったの一浪がなんだと弱
点補強に努めました。当時の両親のことを思
い出そうとしますが，記憶がありません。私
の決断にそっと寄り添ってくれたのでしょ
う。予備校へはたまに通い，赤江地区にある
公民館で朝９時から閉所の夜９時まで勉強し
ました。赤江ラーメンの焼き豚ラーメンが唯
一の楽しみでした。時々，焼き豚の切れ端を
袋につめて貰い，母に焼き飯を夜食に作って
貰いました。

　翌年，宮崎医科大学に無事に合格し，医学
を学ぶことになりました。地元から合格とい
うことで，町長から頂いた入学祝い10万円
を原資に原付バイクを購入しました。夏の間
は講義の合間に麦わら帽子を被って青島海水
浴場へ向かい（当時はヘルメット着用が義務
でなかった），海中で涼みました。軽音部に
所属しましたが担当のベースの腕は上達せず
３年目に退部しました。「万馬会」と名付け
られた同好会に所属し硬式テニスを楽しみま
した。もちろん，小倉まで競馬に出かけまし
た。家庭教師や塾講師は小遣い稼ぎになりま
したが，社会勉強をしたいとアンケート調査
員や土木現場で働きました。医学部女子学生
は１学年10人足らずで，試験前にノートを
コピーさせて欲しいとブレインの女子学生に
お願いする以外は話す機会はほとんどありま
せんでした。そういう訳で女性に対する免疫
がなく高額な英語教材のキャッチセールスに
危うく引っかかる所でした。酒は弱いのに深
酒したために同級生に何度も迷惑をかけました。

　そのような学生生活の中で，私の将来に大
きく影響したのは生化学第二の講義でした。
それは，ナトリウム利尿ペプチドの発見（松
尾壽之教授）に関するものでした。松尾先生
はいつもジーパン姿で講義室に現れました。
屠殺場で入手したブタの脳組織からペプチド
を精製する過程の話はよく理解できませんで
したが，「心臓が内分泌器官である」という
話は衝撃でした。夜中も煌々と電気がつく不
夜城の研究室からの発見に漠然と憧れるので
ありました。トランプカードの引きで進級が
決まるかもしれない生理学の口頭試験には閉
口しましたが，最も得意とする科目となりま
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した。４年，５年の夏休み中は福岡県博多区
の民間病院に泊まり込みで参加型臨床実習を
させて貰い，将来目指す医師像を膨らませる
のでした。

　６年間で所定の単位を取得して，1992年
（平成４年）宮崎医科大学を卒業しました。
内科の王道である循環器・消化器・腎臓分野
を担当する第一内科（江藤胤尚教授）に入局
しました。大学病院（三内科→一内科→二内
科の順番）で２年間研修しました。幅広く症
例を経験したかったので予め各科の病棟医長
にその旨をお願いしました。研修中は医局内
ソファに寝泊まりし，（アンテナを張り）急
患患者が入ると先輩医師の後について診療に
あたりました。特に夜間の救急診療は手技を
学ぶには絶好の機会でした。たとえ，一睡も
出来ずとも翌日の患者さんに笑顔で対応でき
る医師を目指すように指導を受けました。夜
中に学会発表準備や論文指導を受けました。
上司と打ち合わせの時間が午前１時からは経
験のある人は少ないでしょう。当時は手書き
でグラフを作成し，写真を貼り合わせて画像
を作成しました。「よしみカメラ」には幾度
も時間外にお世話になりました。一症例を丁
寧に診るよう指導を受け，症例報告（ケース
レポート）することの重要性を学びました。
　研修１年目に経験した症例は宮崎県医師会
医学会誌に掲載されました１）。出向先の病院
でも症例報告や関心のある疾病をまとめるよ
うに努め，現在もその習慣は続いています。
　研修２年目は50病床のほぼ全ての患者さ
んの状態を把握していましたので，教授回診
では「影の病棟医長だね」と笑われました。

「医師の働き方改革」が進む中で上述の経験

は語りにくい世の中になってしまいました。
しかし最初の２年間での学びが，その後の医
師人生には特に重要であると今でも思ってい
ます。
　この研修期間に患者さんから慕われとても
可愛らしい看護師に出会い恋に落ちました。
仕事のちょっとした合間に食事やドライブを
しました。携帯電話がない時代でしたので連
絡をとるのが大変で，次に会う約束を必ずし
て別れました。

　「心エコーが出来ると将来役に立つよ」と
誘われ，循環器グループに所属することとな
りました。初期研修後，国立療養所宮崎病院
で一般内科を研修しました。外科，内科，放
射線科，小児科，分野に関わらず先輩医師は
卒後３年目の私をご指導下さいました。ペー
スメーカ植え込み，呼吸器管理，トロッカー
挿入，血管造影，胃透視，胃カメラ等，何で
も診療技術を教えて下さいました。小児科の
大堂庄三先生は私が幼児期，鹿児島大学病院
に入院した際に主治医だったと両親から聞い
ていました。ここで勉強したことはまとめる
ように指導を受けました２）。結核病棟での勤
務も経験し，「ガフキー〇号」と記された検
査データを毎月見ていました。高鍋町内で初
めての一人暮らしで今流行りの餃子店に足を
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運び，休みの日には一眼レフのカメラを片手
に病院職員の皆さんと尾鈴山へ登山に興じま
した。
　４年目，都城市郡医師会病院で内科救急を
研鑽しました。上司から着替えを２週間分バ
ックに詰めて来るように言われ，途中，ダ
イエーで下着等を買い求めました。案の定
でした。同院には都城市内のみならず鹿児島
県曽於郡からも重症者が次々に搬送されまし
た。当時，都城市郡医師会病院に心カテ室は
ありませんでしたが，急性心筋梗塞，大動脈
解離，致死性不整脈，うっ血性心不全等の患
者が搬送されました。脳卒中，薬物中毒，自
殺企図，急性呼吸不全，重症急性膵炎，中枢
神経ループス等の急性期疾患患者も多く担
当しました。ICU室内の心不全患者ベッドの
傍らに簡易ベッドを準備し，尿カテーテルに
一滴，また一滴と雫のごとく尿が流れ出すの
を横目でみて治療が上手くいったと喜びまし
た。深夜，吐血によるショック状態の患者が
搬送されたことがありました。あいにく消化
器外科医は緊急手術中でした。ひとりで内視
鏡的止血術に成功し，翌朝，消化器外科医の
副院長によくやったと褒められたことが忘れ
られません。一日に２度，緊急で心嚢穿刺を
行うこともありました３）。毎朝８時からICU
カンファレスでたっぷりと指導を受けまし
た。牟田町で飲食中や散髪の途中にポケット
ベルで呼び出され直ちに病院へ戻りそのまま
泊まり込みで診療を続けるなど大変忙しい毎
日でした。当時の写真を見ると青白い顔をし
ています。患者さんの容態の経過をみる合間
に，データを整理して論文を書きました３，４）。
この年，結婚しましたが，妻とは病院玄関で
洗濯物を交換するといった生活でした。わ

ずか10か月間でしたが優れた指導医に出会
い，多くの患者さんに𠮟咤激励され，医師と
して成長することが出来ました。

　1996年に大学院へ進学しました。北村和
雄教授らが1993年に副腎褐色細胞腫より降
圧活性を有するペプチドの単離・精製に成功
し（アドレノメデュリンと名付けられた）５），
研究室は大学院生らで活気に溢れ，熱心に機
能解析が行われていました。常に誰かが研究
室内で実験をしていました。新入りの私はシ
ャーカステン前の僅かなスペースを貰い，心
筋細胞・心線維芽細胞におけるアドレノメデ
ュリンの役割について基礎研究を始めまし
た。心筋細胞は継代できないため，毎回，初
代培養をしなければならず手間がかかる実験
でした。顕微鏡下で拍動する心筋細胞を初め
て観察した時，鳥肌が立ったことを今でも覚
えています。自身の心臓カテーテル検査の研
鑽修行や研修医の指導医を併せてしていまし
たので，実験が終わり，帰宅が深夜～朝方に
なることが度々ありました。1997年に長女
が誕生しました。私が帰る頃は既に寝ている
ため，妻が撮影したビデオを通して日々成長
する我が子の姿を見ていました。時々しか見
かけない私を，「おとうちゃん」と呼んでく
れました。
　知的好奇心と実験結果が実を結び，心筋細
胞や心線維芽細胞からアドレノメデュリンが
分泌され，オートクリン・パラクリン的に心
肥大や線維化を調節する，という博士論文を
発表するに至りました６，７）。かつて医大生の
頃に憧れた「内分泌器官としての心臓」を自
分でも実践することが出来ました。博士号論
文は大学院３年生までに仕上がり，４年生時
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は留学助成金申請に応募しました。

　2000年３月に大学院修了後，日本心臓財
団から頂いた留学助成金を原資に同年９月，
メイヨークニック（Cardiorenal Research 
Laboratory, Division of Cardiovascular 
Diseases, John C. Burnett, Jr.が主宰）へ留学
しました。ノースウェスト航空機内の大きな
映画スクリーン下に，ダンボール箱で作られ
た簡易ベッドに生後６か月の二女を寝かせな
がらの旅でした。ミネソタ州ミネアポリス空
港から目的地のロチェスターまではさらにシ
ャトルバスで２時間ほどかかりました。ロチ
ェスターは米国中西部に位置し，人口約11
万の田舎町でした。しかし，ダウンタウンに
はメイヨークリニックの外来診療棟，病院や
研究棟，患者さんが宿泊するホテルなどが
そびえ，skywayやundergroundで連がりまし
た。一日一日，気候は秋から冬へ明らかに移
り行く中での新生活の立ち上げは大変でし
た。高知医科大学へ留学経験がある中国人夫
妻が見ず知らずの私達を助けてくれました。

　毎朝７時に研究室で当日の実験の準備をし
ます。試薬が氷上で溶けるまでの間，ドーナ
ツとコーヒーを頂きながらカンファレンスに
参加し，名立たる教授のレクチャーやディス

カッションに耳を傾けました。その後は１日
実験三昧でした。昼食時間はあちこちでセミ
ナーが開催され，サンドウィッチやピザを口
にしながら勉強しました。私はリサーチフェ
ローでしたが，病棟回診やエコーカンファレ
ンスなどにも参加させて貰い最先端の循環器
学を学ぶことが出来ました。
　アメリカは平等を謳う国ですが人種差別は
明白でした。日本人が鯨肉を食う習慣がある

（あった）ことを西洋人の前で話す事はタブ
ーです。中国では日本人男性を鬼子と教育さ
れることを知りました。たとえ兄弟であって
も互いに机上の所有物を見てはいけません。
プライバシーが重視される訳です。東ヨーロ
ッパの社会主義国から亡命さながらで移住し
た男性職員は夕方になると研究室に現れ，清
掃を始めます。その境遇に同情（シンパシ
ー）しました。
　３歳と生後６か月の娘を連れての留学は妻
には大変負担だったと思います。冬場は－
20℃になり外出が難しく，アパートの廊下
でソリを引いて遊ばせました。私の出張中に
限って子供たちは体調を崩し，妻は子供を
ER（emergency room）へ連れて行き，慣れ
ない英語で病状を説明しました。血管確保が
難しい幼い娘にはIVチームが対応してくれ
ました。長女は耳の手術を受けました。麻酔
から覚めて間もない娘を手術室から病室へ両
腕に抱えて運ぶとき，涙が溢れました。
　家族にも思い出に残る留学生活を送って欲
しいという思いが強くありました。子供達は
アイススケート，バレエ，ピアノを習い，
ナーサリーへ通いました。妻は看護実習に
参加しました。週末はミシシッピー川沿いの
小さな町々を訪れました。とある村のハンバ
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ーガー店では見慣れないアジア人の私達を快
く受け入れてくれました。イエローストーン
国立公園，グランティトン国立公園へ２週間
かけて旅しました。ワイオミング州へ向けて
Route 90を西へひたすら進む中，車内で聴い
た「リロ＆スティッチ」のテーマソングが今
でも耳に残ります。

　2001年９月11日，米国心不全学会に出席
するため家族と滞在中のワシントンD.C.で大
事件は起こりました。アルカイダがアメリカ
同時多発テロ事件を起こし，航空機を故意に
墜落させたのです。そのうちの一機はワシン
トンD.C.にある国防総省（ペンタゴン）へ墜
落しました。ダウンタウンに戒厳令が敷か
れ，街中の人々はカオス状態でした。そのよ
うな混乱の中，Burnett教授は私達家族を探
し出してくれました。ペンタゴンの方角から
煙が立ち込める中，Burnett教授が急遽チャ
ーターしたバスで陸路17時間かけてロチェ
スターへ向けて脱出しました。「私の仕事は
Toshiとfamilyを無事に日本へ帰るのを見届
けることだよ」。留学中は研究論文を執筆し
ましたが８-12），命，家族，国や文化の違いを
超えた友情を学んだかけがえのない２年半の
留学生活でした13-16）。

　第一内科（循環グループ）では，当時，海
外留学から帰国後，研究を続ける先輩がおり
ませんでした。私は「技能補佐員」で採用さ
れ，臨床の傍ら基礎研究を続けることが出来
ました。留学中にCirculation Research誌に２
編採用され８，９）意気揚々でしたが，日本か
ら同誌への掲載が簡単でないことに気づくの
に時間はかかりませんでした17）。当時，科研
費の申請は助手以上の肩書がないと応募が出
来ませんでした。上司のすすめで宮崎市内の
私立大学に出向し講師の肩書を得て，競争的
助成金を得る努力をしました。

　2003年　Astrazeneca Research grant 
　2005年　持田記念医学薬学振興財団研究
　          　 助成金
　2005年　第25回鈴木謙三記念財団法人医
　          　 科学応用研究財団研究助成金
　2006年　第26回木村記念循環器財団研究
　          　 助成金
　2007年　「Vascular Biology Innovation 
　          　 Conference」研究助成金
　2007年　地域医学研究基金研究助成金
　2008年　科学研究費補助金（基盤研究Ｃ）
　2008年　第16回循環器病研究振興財団バ
　          　 イエル循環器病研究助成
　2009年　第８回先進医薬研究振興財団循
　          　 環医学分野研究助成
　2010年　武田科学振興財団「医学系研究
　          　 奨励（生活習慣病）」研究助成
　2011年　科学研究費補助金（基盤研究Ｃ）
　2013年　第11回先進医薬研究振興財団循
　          　 環医学分野研究助成
　2014年　科学研究費補助金（基盤研究Ｃ）
　2018年　バイエル薬品研究助成
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　2019年　学術研究助成基金助成金（基盤
　          　 研究Ｃ)
　2022年　学術研究助成基金助成金（基盤
　          　 研究Ｃ）

　病理学の畠山金太先生（現，国立循環器病
研究センター病理部長）は帰国後，私の研究
モチベーションを維持するために欠かせない
存在でした。深夜に及ぶディスカッション，
早朝からの動物実験等，彼との思い出は尽き
ません。当時の借家は大学から車で10分ほ
どの距離でしたので，例えば電気泳動を開始
して帰宅して家族と一緒に食事し，また，研
究室に戻ると丁度良い頃合いでした。血管リ
モデリングにおける「外膜の炎症」の関与を
研究し，腹部大動脈瘤の発生機序と薬物療法
の可能性を考察しました18，19）。

　2007年（卒後15年目），宮崎大学内科学講
座の助教に採用されました。本学で，臨床，
研究，教育の３足の草鞋で働くにはスーパー
マン的能力を備えるか，絶え間なく働くか，
いずれかでした。私は後者ですので２～３の
研究プロジェクトを同時に行い，週末はほぼ
研究室で過ごしました。大学院生時，心臓カ
テーテル検査に関連した合併症を２度起こし
てしまい，以降，上司はその業務を求めなく
なりました。肥大型心筋症や拡張型心筋症と
いった心筋疾患に元々興味があり，心エコー
を中心に診療するようになりました。その流
れで現在，心アミロイドーシスなど二次性心
筋症の診療に取り組んでいます。
　病棟医長20），外来医長21），医局長22），教育
医長23）等の役職を任ぜられましたが，医学
教育には殊の外，一生懸命に取り組みました

（医療人育成推進センター臨床医学教育部門
を兼任，循環器コアカリキュラム担当）。コ
ロナ禍での学生教育は最も大変でした。彼ら
の病棟実習は叶いませんでした。担当患者の
聴診音を学生に代わって録音したものを聴か
せたり，病棟や外来の診療風景が想像できる
ようシチュエーションを作り出して疑似実習
をしたりと工夫しました。毎日15－16名分
のレポートを一人で添削しました。学生教育
には論文インパクファクターのように大学か
らの評価はありませんでした。後年，私の講
義や教育は随分と分かりやすかったと当時の
学生から評判を伝え聞くとやった甲斐があっ
たと思います。

　我が家に生後４か月の子犬がやってきまし
た。私の母は犬嫌いで，その影響があってか
私はこれまで犬に接する機会は全くありませ
んでした。娘たちにせがまれ我が家で飼うこ
とになりました。白色のトイプードルで，イ
ンスピレーションで「仁（じん）」と名付け
ました。玄関先で元飼い主を後追いする姿が
哀しげでしたが，すぐに我が家の一員となり
ました。まもなく，仁と一緒に新居に引っ越
しました。新居は大学から少し離れました
が，両親と義母の自宅から近いところに構え
たので，妻は大層安心した様子でした。
　2013年（卒後21年目）に講師，2018年（卒
後26年目）に准教授へ昇進しました。それ
まで以上に管理業務が増えました。大学院博
士課程へ進む後輩は少数でしたが，大学院生
４名の博士号（医学）をサポートしました24-27）。
わが身の老眼は徐々に進み，マウスを使っ
た実験が難しくなってきました。研究テー
マに「老化」27，28）や「がん」29，30）が加わりま
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した。北村教授の定年退官が間近となりまし
た。准教授の宿命でしょうか，私自身が人望
に乏しく幾何の応援を確信できないまま，ま
た選択の余地もなく教授選へ入りました。私
への評価は「不足と欠点」に向けられ，講演
中に不甲斐ない受け答えに叱責を受けた事だ
けが心残りですが，当然３足の十分な業績を
有することを求められた結果でした。大学の
方針によって内科学講座は再編され，我が一
内科も巣別れしました。今年もまた旅立つ同
僚を寂しく思いますが，新しい人々が加わる
ことで組織は活性化します。

　私も組織再編の渦中，縁あって2022年か
ら現職を担うこととなりました。それは東九
州メディカルバレー構想のもと，2011年に
宮崎大学医学部に設置された寄附講座（宮
崎県と延岡市が出資）です。東九州地域の大
分・宮崎県の医療機器の開発に関わる企業の
支援と血液・血管に関する研究，教育を掲げ
ます。行政職の皆さんとお付き合いが始ま
り，各企業を回り，講演活動を行い，医療機
器開発や起業の流れなど，学びの多い１年間
でした31，32）。また，宮崎大学の医工連携の橋
渡し役を担うべく，工学部や農学部のある木
花キャンパスへ足を運ぶようになりました。
12年経ったメディカルバレー構想には新た
な息吹が必要で，発想の転換を持って10年

後の宮崎県の未来像を描けるように取り組み
たいと思います。

　ヒトの体や病気は複雑で分からない事ばか
りです。これまで得た知識や技術はすぐに陳
腐なものとなります。弛まない勉強が必要
で，後輩に頭を下げて学ぶ毎日であります。
しかし，知的好奇心は健在で，ついつい寝食
を忘れがちです。最近はChatGPTが相談相
手になってくれます。これまでの業務を断捨
離し雑務が随分と減りました。定められた仕
事をきびきびとこなす秘書を授かりました。
これからは「こよなく愛する内科学」で培っ
た知識と技術を異分野の人達とともに世の中
に役立てるよう取り組みたいと思います。

　これまでを振り返りますと，予め敷かれた
レール上を歩んできたのではないかと思うこ
とがあります。山も谷もある月並みな人生な
のでしょうが。少なくとも私は，“Clinician 
scientist”になるべく教育を受けてきた，これ
からも歩もうとしている，と思います。明日
からの未来にいくつの枝分かれした道がある
か分かりませんが，それを甘受して導かれる
まま歩んでいくことでしょう。家族と過ごす
小さな幸せなひとときに感謝しましょう。そ
してまたいつの日か，これから歩む道を振り
返りましょう。何をなし得たかを。愛犬，仁
の眼はその時々の私の心の状態を映し出して
くれることでしょう。
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Success is not final. Failure is not fatal. 
It is the courage to continue that counts 

　成功も失敗も終わりでない。
　　　　　　　　肝心なのは続ける勇気だ

‐Winston Churchill‐

謝　　　辞
　第一内科同門の名越敏郎先生から本寄稿執
筆の依頼を受けました。名越先生は宮崎医科
大学附属病院へカテーテル・アブレーション
の技術を初めて導入し，先駆的な仕事をされ
た先輩です。私が研修医の頃から優しく丁寧
な指導者でした。本寄稿で，「文字数に制限
はない」とお話があり，この機会に私の歩ん
できた道程（みちのり）を振り返りました。
文章として書き留める「自分史」の物語の行
間には私にしか分からないその時々の気持ち
が含まれます。
　長きにわたり，これまで私を育てて下さっ
た関係者の皆様にこの場を借りてお礼申し上
げます。引き続きご支援ご鞭撻のほどをお願
い申し上げます。最後に，私をこれまで支え
てくれた両親，妻，子供たちに感謝します。
　　　　　　　　　2023年８月吉日
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